
















らかである（第 1部第 1章 18、19頁）。自然主義演劇においては本読みを重視し、言葉か




リズムの）観念体系にとらえ込まれた結果であった（第 2部第 1章）。 
 
［近代演劇］             ［ビオメハニカ］ 
既存の観念体系（主）           事物・身体（主） 
↓              ↓ 




































































































  メイエルホリドの 1910―1920 年代 
（2回目の『見世物小屋』以降） 
 既存の観念体系に事物や身体は従属する










  シンボリズム期（1903－1907 年）
 メイエルホリドの 







































体系が物質的側面との乖離を強く突きつけたのである。（第 1部第 1章） 
芸術座の自然主義を魂がないと批判したのがブリューソフである。つまりシンボリズム
の観念体系にとらえ込まれていないことを批判したのであった。とらえ込まれるために彼
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するものであり、
既存の観念体系



























































作に沿って主人公ゲルマンを 19世紀の青年として蘇らせている。（第 6部第 2章） 
 
 
